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幼稚 園 ・ 保育所 の機能拡大にお ける志 向性 とそ の 変化

丹治恭子 （筑波大学大学院）

1 ．問題の所在と本研究の 目的

　本報告で は ，幼稚園 ・保育所が機能を拡大する

なかで ， 理念や方向性がどの よ うに問い 直されつ

つ あるの か，その動向につ い て検討を行 う。

　 1990年代以降，幼稚園・保育所は，少子化の進

行や女性の社会進出とい っ た社会の変化を受けて，

さまざまな活動に取り組むよ うになっ てい る。幼

稚園にお け る預か り保育や地域の 保護者に対す る

子育て講座の 開催，保育所における
一
時保育 とい

っ た活動は，その 例とい える。 こ の よ うに，双方

の 施設は，従来の 制度の 枠を超えて，機能拡大を

遂げて い る の で ある。さらに，こ うした機能 の 拡

大は ， 両者の 機能が類似する方向で進行 してお り，

こ の点に お い て，機能拡大は幼保
一

元化の議論と

関わ りながら展開 して い る とい える。

　 とこ ろで ，各園が，これ らの 新たな活動に取 り

組む際に避けては通れない の が，園の理念や方向

性の問い直 しで ある。とい うの も，従来 の機能を

超えた活動を始める際には，そ の活動の根拠とな

る理念や方向性 に 立ち返 っ て，実施すべ きか否か

の判断をする こ とが必要になるためである。つ ま

り，現在進行 して い る機能拡大 の 動きは ， 園の 方

向性 の 理 念や方向性の 問い 直しの動きと
一

体とな

っ て 進行 して い るの で ある．

　こ うした問題意識を踏まえ，本報告は，幼稚園・

保育所の機能拡大を支える園の 理念や方向性に焦

点を当て ， そ の動向を捉える こ とを目的とする。

2 ．本研究の 枠組み と課題，方法

2 − 1．研究の枠組み と課題

　 こ こ で，本報告で扱う 「幼稚園 ・保育所の 機能

拡大」 にっ い て，簡単に説明してお く。こ の 「幼

稚園 ・保育所の 機能拡大」 とは，両者が，従来の

機能を超え て新たな機能を果たすよ うになる こ と

である。 そ の動向を整理すると図 1の よ うになる 。

　図に 示 した よ うに ，【拡大前】は，幼稚園は 主

として 1教育」 の
， 保育所 は主として 「保育」 の

機能を果たして きた。それが，【拡大後】に示 した

よ うに ， 近年 ， 幼稚園が 「保育」 の 機能を強化し

（幼稚園の保育所化），保育所が 「教育」 の 機能を

充実させ るよ うになっ て い る （保育所の 幼稚園化）。

こ の ように，双方の施設の機能が互 い に 「近接」

する こ とによっ て 「類似化」す る動きを ， 本報告

で は 「近接類似化」 と呼ぶ （図 1  ）。加えて，幼

稚園 ・保育所は共に ， 地域の 子育て家庭に対 して

も支援を行 うようになっ て い る。 こ うした両者が

「地域」 とい う共通 した方向へ と機能を 「拡張」

する こ とに よっ て 起こる 「類似化」 を ，
「拡張類似

化」 と呼ぶ （図 1   ）。
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　 　 　 　 　 　 　 図 1 幼 稚園 ・保育 所 の機 能 拡大

　本研究の 課題は以 下 の 通 りである。

  幼稚園・保育所が機能を拡大するなかで ， 各園

　　が 「今後の 園の あ り方」 と して ， どの よ うな

　　姿を描い て い る の かを明 らか にする。

  機能拡大の 進行と ，
「今後の 園の あり方」の関

　　連につ い て 明 らか にする。

  幼稚園保 育所 の 機能拡大の 動きの なか で，各

　　園が 「幼保
一
元化1 につ い て どの よ うに考え

　　て い るの か ， そ の 内実を明 らか にする。

  機能拡大 の 進行 と，「幼保 r 元化に対する考え

　　方」 の 関連を明 らかにする。

  これまで の課題を踏ま えて ，園の 理念 ・方向

　　性が機能拡大をどの よ うに支えて い る の か ，

　　その 関連につ い て 検討を行 う。

2 − 2 ．研究の方法

　本報告で は，上記の こ とを検討するため，関

東圏の 2 つ の 県の 認可幼稚園・保育所を対象に行

っ た質問紙調査 の 結果を用い て い く。 調査 の 概要

は以下 の 通 りである。
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・　 調査の 方法　…　 郵送法

　 調査期間　 　…　2005 年 7 月〜8 月

　 調査対象 （調査票配布先）

… 1県 ・C 県内の 認 可幼稚園 501 園 ・
認 可保育園 526 園

　 　 ［鮒 乍為に抽出 舳 出率 50％） した市町村内の 幼稚園 ・

　 　 保匍園全園］

・　 有効回答数 （有効回 答率）

　 …幼稚園 274園 （54．7％〉・保育所 285 園 （54．2％）

3 ．機能拡大と今後の園の あり方との動向

　まず，機能拡大と各園が描く今後の 園の あ り方

との 関連につ い て，表 1 の よ うに検討を行 っ た。

3 − 1 ．近接類似化 と今後 の 園のあり方との 関係

　幼稚園で は，保育機能の 拡大に積極的で あるほ

ど，
「1 ．地城の 子育て家庭の 身近な場づ くり」や

「4 ．多様な保育ニ ーズ へ の対応」 を重視する傾

向がみ られた 。 また，その
一方で，「2 ．保護者の

『子育てに関する力』を高めるための場となる こ

と」 を軽視する傾向もみられた 。 こ こ か らは ， 幼

稚園の 保育機能の 強化が進むに つ れて，園の 支援

の 方向性が 「地域1へ と向い て い る様子が窺える 。

　また，保育所に お い て は ，教育機能の拡大に積

極的であるほど，「8．子育て情報セ ン タ
ー的な役

割i を軽視する傾向が見られた。近接類似化は，

幼稚園で は園を外部に開き，保育所で は内部の 園

児対象の 支援を強化する とい うように，内と外 と

い う支援の方向性と関連 して い るよ うで ある 。

3 − 2 ．拡張類似化と今後の 園 の あ り方との 関係

　拡張類似化 と今後の 園の あり方 との 関係に つ

い て は ， 拡張類似化が進行して い る園ほ ど，
「3 ．

地域の人の 『子育て に関する力』の 向上 」 「8 ．子

育て情報セ ン タ
ー的な役割」 とい っ た地域に開か

れた園にっ い て の方向性を重ん じてい る様子がみ

られた 。 拡張類似化の 動 きの 進行 は，地域へ の 方

向性をもとに進むもの とい えよ う。

　 　 　 　 表 1　 近 接類似 化 ・
拡張類似 化 の 進 行 と園 の あ り方 の 関 係

4 ．機能拡大 の動向と幼保
一

元化に対する考え方

　っ つ い て ， 機能拡大 と幼保
一

元化を肯定的に捉

えるか否かに関する考え方 との 関係にっ い て，検

討を行 っ た 。 結果 は以下 の 通 りである （表 2 ）。

　 　 　 表 2　 近 接類似 化 ・拡張類似 化 の進 行と

　 　 　 　 　 幼保一元 化 に対する考え 方との 関係

幼保一元化に 対する考え方

繍 中群 高群

低群（N＝56） 51．8304 η．9
幼稚園

輔

（N＝231）
中群（N＝70） 37．125 ．737 ，1

近接

類似化

（N＝455）

高群（N二105》 23．834 ．341 ．9

低 群（N＝109＞ 26．633 、0404
保育所

（N＝224）
中群くN＝58） 25931 ．043 ，1

高群（N＝57） 24．631 ．643 ．9

低 群（N＝158） 44．93 ↑．024 ．1
拡張類似 化

榊

　 （N＝452》
中群〔N＝130） 26229 ．244 ，6

高群（酢 164） 20．132947 ．0

料 P＜ O．Ol　 楙 P＜ α001

4 − 1．近接類似化 と幼保
一

元 化に対する考え方

　表に示 したよ うに ， 幼稚園にお い て は ， 保育機

能の拡大に積極的で あるほ ど，「幼保
一

元化」に対

する方向性を肯定的に捉えてい る傾向がみ られた。

一
方，保育所ではそ うした関係はみ られなか っ た。

4 − 2 ．拡張類似化と幼保一
元化に対する考え方

　拡張類似化に つ い て は，拡張類似化の 進行が
，

「幼保
一
元化」 に対する肯定的な考え方と結びっ

い てい る様子がみ られた 。
こ うした傾向は ， 幼稚

園保 育所共にみられ るもの で あっ た 。

1．
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場づく り

2．
保履者

の 「子育

て に 関

するカ 」

の 向 上

3

地 域 の

人の 「子

育 て に

関 す る

カ 」の 向

上

4．
多棟 な

保 齊 ニ
ーズ へ

の封応

5．
専鬥 的

な 立 場

か らの

保青

6、
特色 を

も っ た

園づくり

フ．
職 員 の

視 野 の

広がり

8、
子 育 て

情 報 セ

ン タ ー
的 な 役

割

9．
小 学校

での 教

育 に つ

な が る

保 育

低群（N＝5の 29．161 ．816 ．427 ．321 ．8零 43．632 ．740 ．01B ．2韓幼稚

園 （N＝
259）

中群（臨 83） 30、155 ．413 ．322 ．941 ．α 37．318 ．133 ．742 ．2弊

高湃（陰 亅21＞ 38．850 ．418 ．238 ．023 ．1巾 39．ア 22．3413223 軸

近接

類似

化

（N＝
527＞

低群（陰 133） 74．442 ．929 ．345 ．110 、518 ．016 ．553 ．43 ．o保育

所（N＝
268）

中群（N＝66177 ．347 ．031 ．836 ．412 ．112 ．116 ．753 ．04 ．5
高群（陪 69） 68、142 ．033346 ．410 ．121 ．721 ．744 ．94 ．3
低群（昨 177 ） 45．2獅 46、318 、1ウ 39．522 、043 ．5韓梱 22、O333 ”

209
喀

拡張類似化

　（N＝521）
中群（N＝159） 61．σ 45、322 ．ぴ 39、618228 、3韓゚ 16、450 、3紳 15．1°

高群（卜← 185） 56．2掌 53．031 ．4零 34、118 ．916 ．2榊 21．651 ．4樽 10．3巾

＊ p〈O、05　 ＊＊ p〈0．01　 pmp 〈0．001
注）多重回 答（9 項目中3 項 目を選択）にお ける各項 目の選択率

5 ．結論ならびに 今後の 課題

　機能拡大の動きの 進行は，「地域」に対する支援

とい う方向性や狸念によっ て ， 支えられて い る こ

とが明らか となっ た。さらに，幼稚園の保育所化

ならびに拡張類似化の 進行につ い ては，幼保一
元

化をも視野に入れた動きで あるこ とが窺えた 。

　　　　　　　 こ れ らの 結果か ら， 園を開 くと

　　　　　　　 い う方向性が，機能拡大 を支え

　　　　　　　 る共通 の 方向性 の
一

つ となっ て

　　　　　　　 い るとい えよう．
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